
 

暑さが少し和らぎようやく外遊びが楽しめる季節になってきました。お祭りなど楽しい行事も 

目白押し！季節の移り変わりを楽しめると良いですね♪ 

さて、10 月 10 日は目の愛護デーとなっています。子どもたちへも目を大切にすることの重要

さを話す機会にしてください。また、目の見え方の発達について理解していきましょう。 

子どもの目の発達は 6 歳ごろになると約 1.0

になるといわれています。3 歳からは視力検

査が可能になってくるので、3 歳児検診は重

要になってきます。10 歳ごろまで視力発達は

重要で「視覚感受性期」と言われています。適

切な時期に目の治療をすることで視機能の発

達に繋がります。 

弱視について 

① 機能弱視・・治療や訓練により視力が発達

するもの 

② 器質弱視・・眼球の病気が原因、治療や訓

練でも視力発達が困難なもの 

●機能弱視の主な 4 種類● 

1．屈折異常弱視 

遠視や近視、乱視の程度が両眼とも強いため

におこる弱視 

2．斜視弱視 

斜視があるためにおこる片眼の視力成長障害 

3．態覚遮断弱視 

乳幼児期に形態覚を遮断することによって非

可逆的視力低下をきたしたもの 

・形態覚・・網膜に伝わった光から物体の形や

存在を認識する能力 

・非可逆的視力低下・・治療が困難で回復が

見込めない視力低下のこと 

4．不同視弱視 

屈折異常(遠視や近視、乱視)に左右差がある

こと(これを不同視という)でおこる片眼の弱

視               引用：日本弱視斜視学会 


